
事業取組

■2022年度においてEPs実用化推進策検討は中止したのでその後は着手していない。

■2023年度

JEC観光部会に名称変更した際、部会のさらなる活性化を狙った運営提案をしたが

反応は全くなかった。

（次ページ）
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UN/CEFACT の国際標準化推進

① STビジネス標準の運用提案

② ST認証制度検討
③ EPS TA との情報連携

④ 観光技術検討会との連携

① UN/CEFACT Project 取組
② Travel Agency and DMC＆

DMO Package Tour Project
(開発要請を受けて参加)

観光の振興・持続化に寄与する活動推進

2023 年度 JEC 観光部会 （JEC 観光部会・資料を編集）

観光技術検討会観光検討会

既開発事項をふまえ、技術的な理解を
深めると共に、新たに必要な開発を
進める

・EPs TA第２版対応、

・STビジネス標準（将来の第２版）対応

・観光業界のバックオフィス対応に備え
開発推進

・EPs TA（第２版）成果物作成

① 観光庁報告など情報把握 外部組織と連携

② 識者や観光事業関係者 講演実施

③ 外部事業者と事業連携

④ CDRI、Ⅲと事業推進

この「観光部会」を一層強化することが
JTRECの強化につながる。
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・「観光部会」の活動内容はJTRECの根幹をなすもの。

・ JTRECの運営委員会と「観光部会」は、方向性や進捗に
関して一体ではなくわかり難さを感じる。



①仲間、関係者の共感を呼ぶ
アイデアを出し合う

■観光部会が抱える問題に特化する

JEC 観光部会

②アイデア実現の素案を作成

■お互い知恵を出し合う
■case studyを学ぶ
■情報を集め検討する

③
素案を手分けして企業ヒアリング

■マーケティング調査に繋がる

④一つの計画書に集約

観光部会の計画と運営委員会の計画に
企業ヒアリング成果を加味した計画書に
集約・統合すると分かり易い

■目的・目標・スケジュール共有

⑤コミュニケーション強化
・研究成果をわかって貰う対象は誰かの確認

・対象に合わせたシナリオとプレゼン資料作成

・部会、講演会はリアルとリモートのハイブリッドが

主流なのでスムーズで快適な意見交換会を目指す
■司会者兼モデレータの設置
■会議室には最低限のスタジオ機能用意
■会議中や発言時などのルール
■必要に応じリハーサル（低価格有料制へいつでも移行）
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研究、検証の機動力向上

JTREC運営委員会

常時、事業運営の
視点で観光部会を考える

JTREC及び
JEC観光部会の構想

4半期毎の計画

部会

部会

部会

部会

部会

部会

追加される部会

観光部会が活動し易いように
観光部会の目的・目標達成に専念する

現行観光部会



事業取組

■2024年度にかけたアクティビティが１つあるがJTRECに適した案件か否かは不明。

・2023年12月 PSAに劇団グスタフ（株）から相談が入り応対中。

・グスタフ社は時代劇の殺陣の指導と剣劇役者を揃えている団体で、世田谷にスタジオを持っている。

・今月末に東京/豊洲市場の場外に江戸情緒の常設モールが東京都により開業する。

・モールはイベント広場、温泉棟、飲食/ショッピング棟などで構成。開業の1か月間はグスタフが体験型

チャンバラを有料にて行うが是非これをインバウンド旅行者向けにアピールして予約を確保したい。

・２月以降は、豊洲場外ではなく世田谷のスタジオでグスタフとして運営したい。

体験プログラム作成、インバウンド予約機能など一通り必要になるがどうすればいいか、など

相談相手になっている。

年末に参考までに「JTB-BOUKUN」などの体験プログラム運営商品を紹介し、当面の緊急手当て

とじっくり取り組む段階に分けるよう助言している。
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